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株式会社海外交通・都市開発事業支援機構 
 

ジャカルタ郊外における都市開発事業（BSD 複合都市開発）への支援を決定 
 
株式会社海外交通・都市開発事業支援機構（以下「JOIN」）（東京都千代田区、代表取

締役：波多野琢磨）は、三菱商事株式会社（以下「三菱商事」）（東京都千代田区、社長：垣

内威彦）、西日本鉄道株式会社（以下「西鉄」）（福岡市中央区、社長：倉富純男）、阪神電

気鉄道株式会社（以下「阪神」）（大阪市福島区、社長：藤原崇起）及び京浜急行電鉄株式

会社（以下「京急」）（東京都港区、社長：原田一之）とともに、インドネシア・ジャカルタ郊外

における複合都市開発事業に参画するため、今後最大約 34 億円まで出資を行うことを決

定し、本日国土交通大臣の認可を得ました。 
 
本事業は、三菱商事、西鉄、阪神、京急及び JOIN からなる日本企業連合と、インドネシ

アの BSD 社※1 が出資し、BSD 社がジャカルタ郊外で開発を進めている BSD City（開発面

積約 6,000ha）の一角において、戸建住宅及び商業施設※2 の複合都市開発を行う事業で

す。 
※1 BSD 社； Bumi Serpong Damai 社 

インドネシア国大手財閥のシナルマスグループに属するシナルマスランド社が BSD City 開発の

ために設立した事業会社。 

※2 商業施設： 1 階が商店、2 階以上が住宅・オフィス等の店舗付住宅。 

 
本事業は、堅調な経済成長と人口増加に伴い住宅の需要が高いジャカルタ郊外におい

て、日本企業連合各社が培ってきたノウハウや技術力、商品企画力を活用しつつ、BSD 
City の価値向上と豊かな住環境の提供に寄与するものです。 
当社の支援を通じ、インドネシアにおける都市開発事業に初めて参画する電鉄系ディベ

ロッパーを後押しし、我が国における公共交通指向型開発(TOD)等に関するノウハウをイン

ドネシアに提供することで BSD City での TOD 型都市の形成に寄与するほか、本邦企業の

参入機会の拡大が期待されます。 
 

  

（問い合わせ先）   ㈱海外交通・都市開発事業支援機構 事業推進部  

              河田 

TEL：03-5293-6700 
FAX：03-3218-5561 



                         
（事業概要） 

・用途・規模   : 戸建住宅及び商業施設 計約 1,000 戸 
・敷地面積     : 約 19ha 
・日本企業連合出資額： 最大約 100 億円 
      （うち JOIN 出資：最大約 34 億円） 
・着工時期     : 2017 年～順次 （予定） 
・竣工時期    : 2017 年～順次 （予定） 

 
（イメージパース） 

 
 
（位置図） 

 
 

外務省 HP より引用 

Open Street Map より国交省加工 



                         
 
（事業スキーム）  

 

 
 

 
【海外交通・都市開発事業支援機構（JOIN）】 
 JOIN は、海外のインフラ市場への日本企業の参入を促進するとともに、これに伴う我が国

企業のビジネスチャンスを拡大するため、海外インフラプロジェクトに民間企業と共同で出資

を行うほか、相手国政府等との交渉を行うこと、日本の技術と経験をプロジェクトに活かすた

めの支援を行うこと等を役割として、2014 年 10 月 20 日に、政府及び民間企業の出資より

設立されました。 
 


